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第1部 宇 治群 島調 査

1宇 治群 島調 査 の概要 と調 査 の経緯

1)事 前 情報 と確 認作 業

宇治 群 島 と草垣群 島双 方 の検討 を行 い 、既存 調査 結果 な どの収集 を行 った。

日本 離 島セ ンター ・南 日本新 聞論 説委 員 ・鹿 児 島大 学既往 調査 ・笠 沙 町教育 委

員 会 ・笠 沙町 漁協 ・鹿 児 島県 立博物館 ・甑 島郷 土資料 館 ・環 境省 等 の他 、イ ン タ

ーネ ッ ト検 索 ・各種 地形 写真 な どを活 用 した。

[草 垣群 島]坊 ノ岬南 西約80km、 上 ノ島(0.05k㎡ 標 高132m),中 ノ島,下 ノ島等

急 峻 な小 島か らな る。縄 文 ・古墳 遺跡 が あ り、戦前 に はカ ツオ漁季 節 定住 が あ り、

燐 鉱石 採 取 もな され て いた。昭和7年 灯 台が設 置 され 、戦後 は灯 台 に職 員 が常駐

して い た。46年 ヘ リポー ト建設 時 に遺跡 調 査 が為 され た。 土器 片 ・石 斧 ・黒 曜

石 な どの他 、須恵 器 ・耳飾 りな ども出土 してい る。 亜熱 帯植 物群(ア コ ウ ・ハ マ

ビワ ・シマ グ ワ ・モ ク タチバ ナ ・ビロ ウ等)が あ り、 この地や 各 地 の ビロ ウ島が

亜 熱帯 の 北限 とす る指摘 もあ る。宇治 群 島 よ りやや 南部 に位 置 して い る。そ の意

味で も両群 島は 「新 ・道 の島 々」調査研 究 の検 討対 象 と して意義 の あ る地 域 で あ

る。 平成15年 国 指定 の特別 鳥獣 保護 区(上 の島 は特別保 護 地 区)で あ る。 希少 種

ウ ミスズ メ ・ハ ヤ ブサ と、集 団繁殖 地オ オ ミズナ ギ鳥 ・カ ツオ鳥 が特 に有名 で あ

る。環境 省 に指 定 関連 資料 を入 手 の上 、手続 きについ て確認 した ところ、上 陸許

可 は特 別 に必要 で はな いが 、採集 禁止 と繁 殖期 配慮 は厳 守す べ きルー ル であ る。

灯台 は、エ コロジ カル 仕様(自 動記 録 ・ソー ラー シス テム)で あ る。かつ ては灯 台

守が住 ん でい たが 、今 は無人 で 時々 点検 に行 く。灯 台 に行 く道 と接 岸 施設 は海 上

保 安庁 管理 地 で あ り、上陸 の場合 は一言事 前 に連絡 が あ る ことが望 ま しい との こ
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とである。燈台(太 陽電池)現 状 ・釣 り人のマナーの現状、保護 区管理の現況も要

確認事項である。

[宇治群島]枕 崎市の西約80km。 主島は宇治島(「 うっちま」とも呼ぶ。別名家

島0.05k㎡ 標高95m)と 宇治向(む かえ)島(1.69k㎡ 標高319m)。 いずれ も海食崖

で囲まれてい る。近世 より漁業基地 として利用 され、宇治島にはカツオ半加 工基

地もあった。珊瑚採集 も行われていた。明治中頃には40世 帯ほどの季節定住が

なされていた。カツオの大産地、一時は活魚運搬船3+無 動力船3で 磯建網 ・磯

狩刺網 ・きびなご刺網 ・磯追込網 ・小型定置網 ・一本釣 り多角的漁法 を組み合わ

せた との ことである。53㎡ の納屋30名 の漁師の時代もあった。ただ し、活魚は

時間問題 、港は漁船の動力化 ・大型化 で、基地 としては適 さなくなった。昭和

28年 鹿児島大学学術調査団の実績 もある。地名 にも当時の水産学部長 ・理学部

長 ・地理学関係者等(清 内岳、波多江岬等)の他 、当時の調査協力者 である南 日本

新聞社の名(南 日岳)が 残 ってい る。地名 はそれ以前 に正式の申請手続 きで登録 さ

れていなかったので、同調査の結果が生かされたものである(同郡 島の地形地質

記載は波多江1956年 が最初で、近年の訂正追加 まで唯一のものであった)。その

成果は社会的にもイ ンパ ク トのある物で、笠沙を始め、周辺漁協をま とめて 「宇

治漁連」を設立 した り、 「開発計画」への意欲 を関係者 に喚起 した りした。鹿児

島大学の調査は1985年1995年 にも陸上生態系調査が為 されてお り、2005年 の

今回調査はその連続性確保の意味で も意義深いものがある。なお宇治島小浦波止

は20t船 舶が寄港できる避難港 に指定 されている(昭 和40年 ～平成5年 工事)。

また昭和42年 建築の漁業者 向けの簡易宿泊施設跡 もある。南 日岳にある宇治島

灯台は東アジア諸国か らの船舶にも重要で、無人 ・ソー ラー式である。

陸上環境調査では、固有種率の高い陸産貝、国指定天然記念物 のカラス鳩、昆

虫類ではクロイワツクツク ・マメクワガタな どの報告 もある。また珊瑚類調査記

録 も入手 した。海域の透明度 も比較的高い。周辺海域はかっては宝石珊瑚の採集

地で もあった。歴史的経緯か らは、台風被害史(明 治28年137人 遭難の宇治川流

れ)・ カツオ半加工施設 ・40世 帯季節定住記録 ・漁法変化に伴 う使用変遷史 ・昭

和28年 鹿児島大学学術調査団の成果 との比較 などのテーマも考 えられる。近年

に関して も、今 なお屈指の漁場であ り、釣 りや ダイ ビングの有力拠点 とな り釣 り

客ゴミやマナー問題 、一方では山羊(向 島)や カイ兎繁殖(宇 治 島。いずれ も当然

ながら外来種)な どによる環境被害な どが要確認事項である。 さらに無人島利用

計画 として、04年 末問題になった核廃棄物処理 ・貯蔵施設構想 と、その顛末、

並びに無人島レクレーシ ョン・エコツアー拠点 としての利用 に関わる可能性 の検

討 も考 えられ るところである。

[調査に当た り主 として事前に共同で参考にした既往調査]
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a「 鹿 児 島県環境 保 全地 区候補 地調 査 」1987年 サ ン ゴ類:透 明度20。 宇 治 島被

度III向 島II、 オニ ヒ トデ食 害、テ ル オ ビオス海 綿被 害

1990年 目立 った被 害無 し(オ ニ ヒ トデ は若 干有)

b「 県 立博 物館調 査(2002年8,月17日 西 日本 新 聞)」2002年 野生化 した 山羊 ・

カイ ウサ ギ … 固有種 オ オイ ソノギ ク ・ナ ン ゴクア オイ植 物群 の食 害 がな か っ

たが 、 フ ウセ ン トウワタ(地 元漁 業者 が植栽)は ほぼ壊 滅 状態 。

c「 県 立博 物館調 査(2002年9月18日 南 日本 新 聞記事)」2002年

「宇 治群 島--眠 る豊 か な固有種 」 笠沙 町 の南西 沖約 七十 キ ロに浮 か ぶ宇 治群 島

は家 島、向 島の二 島 と小 島か らな る火 山性 の無 人 島群。い ま も手つ かず の 自然 が

残 り同群 島 に しか生 息 しない動植 物 も多 い。 これ ら固有種 の標本 採 取 を 目的 に

11-13日 行 われ た鹿児 島県立博 物館 の現地 調査 に同行 した。(加 世 田支 局 ・新

留浩 平)

同群 島で高 い 固有 種 率 を 占めるの が陸産 貝。日本 貝類 学会 員 の行 田義三 さん=

鹿 児 島市=に よる と、 生息総 数 に 占め る固有種 率 は家 島23.8%、 向島26.1%に

上 る。 ウジ グ ン トウマ イマイ は殻 径5-5.5セ ンチ に もな る県 内最大 種。鹿 児 島

大 の学 生 が発 見 した ム コウジマ コギセ ル は樹上 で生 活す る。ハ ジ メテ ビロ ウ ドマ

イマ イ は殻 の表 面 の繊 毛が特 徴。固有 種 では ない もの の生 息が確認 され た珍 しい

生 き物 もいた。鳥類 で は国 の天然 記念 物 カ ラスバ ト、昆 虫類 で はセ ミの一 種 ク ロ

イ ワツ クツ ク、 ク ワガ タ ムシ科 のマ メ ク ワガ タな どだ。

同群 島の岩盤 はマ グマで で きた安 山岩 ばか りで はな い。向島 の南端 で はた い積

岩 の地層 を確認 。桑 水流 淳 二学芸 主事(地 質)は 「た い積岩 の地 形 があ った とこ

ろに下か ら安 山岩 が隆起 したの では 」 とみ る。

d川 窪伸 光 「宇 治群 島の 自然 ・植物 目録 」南 薩 の 自然 ・鹿 児 島県 立博 物館1994

年106-111

e昭 和28年 鹿 大 水産 学部 の学術 調査 … これ を基 に宇 治群 島開発 計画(ホ ー

ム一 頁)宇 治群 島共 同3漁 協 漁業 権 ・・ 「宇 治 漁業 生産組 合 」昭 和30年

g宇 治 漁連 に も加 盟 す る町漁 協組 合 長 は核 廃棄 物 処 分場 誘 致 を提 案(年 末 に撤

回)し た笠 沙 町長 の兄 で、 同案 に とま どい を表 明。 ・ ・宇 治群 島の資源 ・漁連 史

や 利用 計 画 に関す る基 本認 識等 も要 調査 事項 として考 え られ る。(同 事案 に関す

る記事 な どの詳 細 は割愛)

h『 笠 沙 町史』 「宇 治群 島 ・草垣 群 島 の地形 」pp.11-19,南 日岳 ・・南 日本 新

聞社(調 査 協力),清 内岳=山 本清 内初 代 水産 学部長(1953年 調 査 団長),波 多江 岬=

波 多 江信 広初 代理 学部 長(宇 治 群 島の地 形 ・地質 自然 環境 につ い て本 邦初 めての

記 載報 告者)[海 岸 ・岬=28年 調査 参加 者名 多数(た だ し具体 記載 無 し=要 確認)]灯

台=風 力 ・風 速 ・気 圧 自動測 定機 ・器。 草垣 灯台=1986年4.月 無人 化。 草垣 下 ノ島:
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西側 山腹 に燐鉱 石採 石 時の宿 舎 ・捲 降設備 残骸(1953)

「宇 治群 島 の地質 」pp.29-36:変 朽 安 山岩。 鉱物 資源 可 能性 に言及 。海 洋観 光 レ

ジ ャー 群 島 として の活用 案 に も言 及。 「宇 治 ・草垣 群 島の植 物」pp.76-77。

「草垣 島の遺跡 」pp .193-197:上 ノ島遺跡(縄 文土器 ・弥 生土器 ・須恵 器 ・石 器 ・

黒曜石)現 物=枕 崎 市立 図書 館 、宮城 県 立総合 博物 館 。石斧=種 子 島 との 関連 性 。

抉(王ヘ ン)状 耳飾 り=日 本 最 南端 出土例(ヒ スイ=北 陸 との交 易 か)。興 味 あ る課題

と して 「漁撈生活 以外 に頼 るこ との 出来 ない この よ うな小 島に 、断続 的 では あ る

が、 なぜ 人が長 期 にわ た って訪れ た の か」 との問 いか けが あ る。

i鹿 児 島県 立博 物館 研 究報 告書 第21号2002年

成尾 英仁 他 「宇 治群 島家 島の 自然 調査 概 要報告 」pp.1-26:同 博 物館 報 告 は、地

質 ・植 物 ・鳥類 ・昆 虫 ・貝類 の5分 野 につ い て報告 が記 載 され てい る。

j鹿 児 島県 立博 物館 研 究報 告書 第22号2003年

森 田康夫 ほか 「宇 治群 島の 自然 調査 報告(そ の2)」pp.1-58

森 田康夫 ほか 「草垣群 島上 ノ島の 自然調 査概 要報 告」pp.59-74

k鹿 児 島県 立博 物館 研 究報 告書 第23号2004年

桑水 流淳 二 ほか 「宇治 群 島の 自然調 査報 告(そ の3)」pp.1-20

桑水 流淳 二 ほか 「草垣 群 島の 自然調 査報 告(そ の2)」pp.21-41

1鹿 児 島県 立博物 館研 究報 告書 第24号2005年

桑水 流淳 二 「宇治 群 島宇治 島 に分布 す る安 山岩 のK-Ar年 代」pp.1-9

中間弘 ほか 「草垣 群 島上 ノ島 の観 察 鳥類 記録 」pp.10-19

m鹿 児 島県 立博物 館 テー マ展 「東 シナ 海 の孤 島 宇 治 ・草垣 群 島 の 自然 」2005

年5月14日 ～6月26日

n鹿 児 島大学 理学 部 1985年 調査 鈴 木英 治 ・山根 正気 教授

o同 生態研 調 査 1995年 調査 meri kogayashiホ ー ムペ ー ジ

p日 外 ア ソシエー ツ 『島嶼 大事 典』 1991年,p.65,p.185

q菅 田正 昭 『日本 の 島事典 』三 交社 1995年,pp.352-356

r日 本離 島セ ンター 『シマ ダ ス2004年 版 』p.1033

s南 日本 新 聞社 『新 ・鹿児 島の海 釣 り～空 撮ベ ス トポ イ ン ト ・薩 摩 半 島 と離 島

編 ～』1996年,pp.141-143(宇 治群 島)pp.144-148(草 垣群 島)

t国 土地 理院 宇 治群 島航 空写真

以上 の 要検討 調査 事 項 につ いて検 討 の上 、宇治 群 島 を主 としつ つ、 国指 定 の鳥

獣 保護 区特別保 護地 域 草垣郡 島上 の 島燈 台付近 にも、短 時 間で あ るが、予備 調 査

的上 陸(案)を 検 討 中 として 立案 した。

2)調 査項 目な どの 当初 予 定

多 島圏研 究セ ンター の兼務 ・専任教 官(一 部 学外 協力研 究者)へ の公 募 時の情 報
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は、水 産学 部実 習 ・調 査へ の 同行許 可 の も とで の調 査 と した上 で、以 下 の通 りと

した。

南 星丸(160ト ン、船 員14名 、水 中テ レビ ・録 画装 置 、採 水採 泥 装置 、冷蔵 ・

冷 凍施 設装 備 、ボ ンベ な ど必 要数 準備 可 、女性 部屋 も調 整可)調 査 。

(1)航 海 日程:5月9日 ～11日(月 ～水)悪 天 候 の場合 は 中止(延 期 な し)

9日 朝　 鹿 児 島港 出発 、 同 日午後 に到 着 、上 陸

10日　 終 日調 査(自 由行動)小 型 ボー ト(4-5人 乗 り)を 搭 載。

11日 帰還 の予 定。

(2)行 き先:宇 治群 島

公募 の結 果 、以 下の調 査項 目が採択 され た。それ を も とに事前 レクチ ャー とし

て理学 部植 生調 査報 告 を受 け、地形 図 な どを も とに各 自の調 査可 能性 に 関す る検

討 を深 めた。以下後 日再 調査 時 の参考 に もな るの で、当初 の担 当計画 につ い て掲

記 す る(順 不 同)。 また練 習船 調査 日程 の都 合等 で 、結果 として ス ター ト前 か ら草

垣 群 島上 陸 は今 回 断念 した。

なお笠沙 漁協 か らは事 前 に調査 承諾 を水 産学 部野 呂教 授 を通 して えた。

宇 治 群 島

1森 脇広　 法文 ・自然地理学[地 形発達史に関す る調査]○ 地殻変動 に関わる海

岸地形調査:旧 海岸地形の認定。 この島には第四紀に隆起 した証拠 はあるか。○
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火 山灰:編 年に関わる火 山灰調査。南九州でもつ とも西方 にある島々で どのよ う

な第四紀広域火 山灰が認 められるか

2野 呂忠彦　 水産 ・海洋センター[海 藻分布調査]上 陸地において素潜 りによる

海藻調査。途中流れ藻を拾 う可能性有 り。船外機付ボー ト使用予定(宇 治で)

3塚 原潤三　 理学[宇 治群島周辺海域 のサンゴ類の調査]目 的:長 い間人の生

活 の影響を殆 ど受けていない、離 島周辺のサンゴ生息域 における多様な生物の生

息調査 をす ることは、自然環境下での海洋環境の状態を知る上で、貴重なデー タ

を取得することが期待 され る。特 に主構成生物であるイシサンゴ類 の生息調査は

重要である。方法:調 査期間は丁度大潮に当たることか ら、潮間帯か ら潮下帯上

部 にかけてのサンゴ類調査では、潜水 による直接的な観察 と写真記録、お よびサ

ンプル採集が可能である。一方、潮下帯の調査は、南西丸に搭載 された海底記録

のカメラを用いて ビデオ記録 を撮 り、その映像 を解析す ることができる。移動の

ためには、小型船舶(船 外機付き)が 必要である。

4坂 巻祥孝 農学[昆 虫相調査及び本土への侵入が警戒 され る害虫種の分布確

認調査]方 法:あ りとあらゆる昆虫の採集(特 に陸棲昆虫)

5寺 田竜太 水産[宇 治群島の海草生育調査]方 法:岸 か ら又はボー トで潜水調

査 を実施。 日程的に可能であれば、 ドレッヂ調査。

6田 島康弘 教育[群 島活用現地実態調査:笠 利町の地域振興における宇治群

島の活用について]①1)港 湾の状況、上陸地点。2)土地(地 形)状 況。3)水(小 河川)

の所在地 ・量な ど。4)道 路(燈 台までの通路な ど)。5)居 住地跡 とその環境(居 住

可能性 など)。②毎年夏 「サバイバルキャンプ」実施状況の追跡 ・確認 ・効果の

検討　1)水 泳 ・カヌー　 2)魚 釣 り　3)燈 台ハイキング　4)宿 営地(キ ャンプ地)点

と宿営地 ・炊事 ・水 ・トイ レな ど　5)星 座観察 ③町の 自然保護条例 をふまえた

環境教育特 に五感体験のフィール ドとしての可能性　 1)食 性 の状況　 臭覚 と味

覚及び聴覚の調査　 2)磯 ・海岸の状況 動植物及び鉱物(岩 石 など)④ 漁業活動

の実態について　 1)釣 り客による諸影響 の把握　2)漁 業権 に基づ く漁業活動の諸

結果及び影響の把握

7江 口和洋 九州大学大学院理学研究院生物科学部 門・鳥類[移 入生物による生

態系破壊 と島嶼 生息性稀少鳥類への影響に関す る研究]・ 生息数調査

8野 田伸一　 多島圏研究セ ンター[ダ ニ類の分布調査]

9日 高哲志　 多島圏研究セ ンター[果 樹調査及びカイ兎 ・山羊等による被害状

況調査]

10河 合渓　 多島圏研究セ ンター[海 中生物 ・海岸 ゴミ調査]教 育学部八 田教官

依頼の有孔虫調査 も含む

11長 嶋俊介　 多島圏研究セ ンター[人 間諸活動の痕跡 と環境負荷調査]
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調整 ・世話役の他、人間諸活動の痕跡 と環境負荷調査を行 う。宇治群 島の家島:

避難施設 ・住居跡地 ・宇治川流れ遭難碑。漁業者用簡易宿泊施設の現状。海防関

係。燈台(太 陽電池)ほ かの現状。釣 り人のマナーの現状(陸 上のゴミ放置、餌 ・

漁具な どの放置その他・・一部海 中)。釣 り人他 の利用者 に聴 き取 り。海岸 ゴミ(作

業協力)。 ウサギ ・山羊などの外来種被害(許 され る範囲で専門家に随行)。 固有

種オオイ ソノギク ・ナ ンゴクアオイ植物群の食害(同)。 フウセン トウワタ(地 元

漁業者が植栽)の 現状(同)。

3)調 査活動概況

参加人数:水 産学部側6名(教 官2名 、学生4名)、 多島圏研究センター側9

名計15名

[水産学部学生参加者]

上治真也　 水産教員養成課程4年　 附属海洋資源環境教育研究セ ンター

江崎聡　 水産学科資源 コース4年　 水産学科資源育成講座

川 口力也　 水産学科資源 コース4年　 附属海洋資源環境教育研究セ ンター

柿崎智広　 水産学科総合 コース4年　 附属海洋資源環境教育研究セ ンター

出発 当 日は、好天 に恵 まれて出航。途中海上流れ藻採集 に大きな成果を得た。

これは野呂 ・寺田報告にもあるように 「新 ・道の島々」研究に、沿岸諸国か らの

生物移動 ・海洋浮遊物移動調査 も重要 であることを立証する物 となった。それ ら

作業 もあ り、宇治群島沖合停泊地点到着 が、夕方 を過ぎた。昆虫の夜間採取可能

性 もあ り、2名 による夕方上陸の可能性 も検討 し準備 したが、途 中の流れ藻採取

の成果 もあ り、予定を変更 し(リスクを避 けて暗闇上陸は行わないこととし)た。

停泊地は遠方であったが、船の灯 りめがけて、昆虫も若干飛来 してきたので、船

上採集 も試みた。 トビウオやイカも、船の周 りに来たのでタモで採集 した。

また船外 ビデオ撮影装置は、今回島の外か らのボー ト移動であるため、使用 し

なかった。翌 日は、本格的な弁当を準備 いただき、小型ボー トで家島に上陸。全

員精力的に調査 に取 り組む。

笠沙や長 島近辺か らの漁船 も数隻見かけた。家島の避難港 は護岸や構造物は荒

波 にさらされつつ も頑強性を維持 してきた物であった。停泊中の夫婦漁師や毎年

この時期来るとい う種子 島か らの釣 りグループ達 との情報交換もな された。

昼か らは、5名 が向島にボー トで移動 し、水中並びに海岸調査 を行 った。

調査結果 の概要は以下の報告の通 りである。

また、特記すべ きことであるが、昆虫調査成果 も意義深 い物 があ り、夏に坂巻が

追加調査に現地を訪れてい る。その部分は、第2部 に掲載 した。

このよ うに本調査 は数 々の成果 を残 した。無人島調査の意義も確認できた。積

み残 し課題 もまだ若干あ り、さらには 「道の島々」上の他の無人島調査結果 との
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比較 も重要で意義深い もの と思われる。従 って、かかる調査の持続そのものも大

変意義深 く、継続の必要性を強 く認識する物 となった。

本調査には、資料提供 などで多大な協力 を惜 しまない方々にも恵まれた。さら

に調査練習船での家島群 島上陸の実現 を可能に した、水産学部 とりわけ南星丸関

係者にこの場を借 りて、さらに厚い感謝の意を表 します。

(文責長嶋俊介)

[写真]宇 治群 島調査全参加者(南 星丸船上)


